































































































































析対象とした。分析対象は合計 51 指導案（平成 15 年― 16，平成 16 年―




















































































































使用は 34 件（文章型 26 件，会話型 8件）見られた。指導過程は様々であっ
て表にまとめることはできないが，指導内容としては，本文リスニング
（CD または教員），音読，訳読，内容理解 Q&A 活動の組み合わせであっ
た。特に訳読が悪いというわけではないが，依然として研究授業であって










































































































































































　本稿は 2006 年 6 月 3 日（土）に開催された本学外国語研究センター定
例講義での発表内容に基づいている。当日，聴衆より有益なコメントを頂
いたことに感謝する。また研究目的に指導案の分析を許可していただいた
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